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論 文 内 容 要 旨
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論 文 審 査 結 果 要 旨

　田中君の博士論文が PLoS One に多少追加実験することで掲載されること
がわかったので、論文の質は保障されている。ただ、予備審査から本審査ま
での期間で全ての指摘事項がクリアされたわけではないので、その理由と今
後の研究の方針などについて説明を主査がした。

　本論文は結核という人類の敵を相手にした研究で、成果は日本だけでなく
全世界、特に発展途上国において大変役に立つと期待されている。ただ、危
険度が高く、特別な場所で扱いに慣れた人が実験しないといけない。その為、
本研究科では実験ができず、国立国際医療センターの施設で、ベトナムおよ
び日本の患者の検体を用いて実験するという変則的な研究となった。

　しかし、田中君の努力と受け入れ先の好意がマッチして予想を超える成果
を挙げることができた。

　これら一連の研究の経緯を考慮し、田中君の研究に対する真剣な姿勢、高
い技術、そして新しい結核の診断マーカーの発見という成果を評価し、3A、
合格（全員）という結論に至った。
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